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特別セミナー「国際学生流動性の潮流と動向を探る」発表資料 

 
次ページ以降の画像は、本調査研究チームが 2016 年 1 月 29 日に開催した特別セミナー

「国際学生流動性の潮流と動向を探る」において、ユネスコ統計局（UNESCO Institute for 
Statistics 本部カナダモントリオール）の研究者 Dr. Chiao-Ling Chien の講演時に掲示さ

れた資料である。講演者の許可を得て、本報告書に掲載させていただいた。 
 

 



1

国連教育科学文化機関（UNESCO）統計研究所の紹介
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■国連機関の組織



3

■ UNESCOとは？

「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和の

とりでを築かなくてはならない。」

UNESCO憲章前文より
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■UNESCO所在地

□本部はパリ

□全世界50以上のフィールドオフィス

□８教育研究所・センター

□２科学研究所・センター

□１統計研究所（モントリオール）
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■ユネスコ統計研究所

□1999年パリに創設

□2001年モントリオールへ移転

□モントリオール大学のキャンパス内に位置

□職員は8人から現在100人に拡大

□教育、科学・技術・イノベーション、文化、コミュニケーション・情報
の国際的なデータベースの管理を担う

------------------------------------------------------------------------------------------------------
・データ収集は1960年に開始
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■ユネスコ統計局（UIS）の任務・権限

□国家間で比較可能なデータの収集・普及

□比較データの分析

□国際的分類／枠組みの開発

□各国内の技術能力育成

□UNESCOの関心領域に関連した統計事業の促進



■活動拠点

・地域チーム：バンコク、ダカール、サンティアゴ

・クラスターアドバイザー：ドーハ、ハラレ、ナイロビ、デリー、ヤウンデ
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■UISのワークフローと影響範囲

------------------------------------------
・本スライドはGCIのようなUISデータを使用した代表的な国際調査報告を紹介

『Global Competitiveness Index (GCI) Report』
- 多くの国際的な企業が本調査結果に基づいて、投資の方針等を決定している

- 国際投資を求める国々も競争力を得るため、本調査結果に注目している

例）国際投資を求めているあるアジアの国

- （本報告書では教育や技術力を示す様々な指標が使用されており）

当該国は、ある教育分野のランキングにおいて低位置にあった

- 当該国は何故低位置であったかについて、ランキングに使用された

GCI内の教育データ・指標をもとにUISと議論することを求め、

もしそれができなければ今後UISにデータを提供をしないと訴えた。

議論の結果、問題はISCED mappingと関連した部分にあると理解した

8



9

■発行物

UIS出版物

・主要レポート

・ファクトシート／概況報告書

・情報ノート

・技術専門紙、技術論文

UISオンラインデータセンター

200以上の加盟国と国際機関による教育、リテラシー、科学、技術、

文化、コミュニケーションに関する1000以上の指標とローデータ

------------------------------------------------------------------------------------------------
例）『Higher Education in Asia: Expanding Out, Expanding Up』 （2014）
（http://www.uis.unesco.org/Library/Documents/higher-education-asia-graduate-
university-research-2014-en.pdf）
・大学院教育に焦点

- 大学（院）の研究力は大学ごとではなく、学問分野ごとに評価が

なされている

- 中国、マレーシア、シンガポール、韓国、タイ等は（研究成果を上げ、

世界大学ランキングの順位を上昇させるため）修士・博士課程の

在籍者を増加させている等の結果も見られる
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教育システムの国家間比較のためのISCED



■国家間データの比較方法

国によって教育制度が異なっている
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■国際標準教育分類（ISCED）

ISCEDとは？

・国家間の教育指標の比較を促進するための枠組み

・各国の教育プログラムを国際的に比較可能なカテゴリー群に換算する

ための方法論

・国際的な教育目標の達成度を評価するためのツール

・UISによって開発、維持、更新されている

しかし、

・教育プログラムの質を評価する手段ではない

・一国の教育状況を記述するための理想的なモデルではない
------------------------------------------------------------------------------------------------

ISCEDとは…
・UIS内の専門家が地域的、国際的コンサルテーション（データの

レビューや提案等）を行いつつ作成

・国際的な教育目標（『万人ための教育』や『持続可能な開発目標』）の
達成状況を評価するためにも使用

・一国の教育統計を報告するには不向き

・一国のみの調査であればその国が提供している統計データを使用する方
が良い



■ISCEDの歴史

1958年：教育プログラムの分類に関してUNESCOが提案

1976年：ISCED導入

1997年：ISCED改定

2011年：ISCEDレビュー及び改定

-----------------------------------------------
・2011年のISCEDレビュー及び改定

- 近年、新たな学士・修士・博士課程プログラムを実施し始めた

EU諸国からの要請を受け行われた

- 旧ISCED（1997）は学士・修士のデータを分けて収集していなかった

- 新ISCED（2011）ではそれぞれ分類して提出するよう各国に要請
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■ISCED 2011のキーエレメント
・分類単位－教育プログラム

・国際標準教育（ISCED）の適用範囲

・ISCEDレベル

・クロス分類の変数
-----------------------------------------------
・UISは正規（学校）教育のデータのみ収集
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■ISCEDレベル

0 就学前教育

01  就学前教育（3歳未満の子どものためのプログラム）

02  就学前教育（3歳以上の子どものためのプログラム）

1 初等教育

2 前期中等教育

3 後期中等教育

4 中等以降高等以前教育

5 短期高等教育

6 学士（相当）レベル

7 修士（相当）レベル

8 博士（相当）レベル
---------------------------------
・緑字の項目は新たに追加されたもの



■教育移行経路

-------------------
ISCED3=高等学校教育

ISCED5＝短期高等教育とは日本でいう短期大学を指す
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■高等教育における教育移行経路
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■ISCED Mappingとは？

端的に言うと

「ISCEDレベルにより分類された各国教育プログラムの構造の

ビジュアルプレゼンテーション」

----------------------------------------------------------------------------------------------------
・日本はISCED Mappingを完成させていない

・日本には国内の資格フレームワークが無いが、そのことがISCED Mapping
の完成を妨げているわけではない

・UIS公式サイト上には、1997年の旧ISCEDに基づくデータに加え、

（一部） ISCED 2011に基づくデータが掲載されている

・ISCED MappingはUISスタッフ及び各国の統計学者がレビュー及び議論を

行い協力して作成している
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■ISCED Mapping

-----------------------
・ISCED1997が改定された理由

- ヨーロッパの高等教育機関からの要請があった（地域内の国々で同様の

フレームワークができれば学生が留学をし易くなるため）

- ISCED Mappingは各国でどのような教育プログラムが提供されているか

を示している

- ISCED Mappingを改定することにより、各国の教育システムが変化した

ことを反映できる

・国内の資格フレームワークとISCED Mappingに関して、それぞれを作成・

改定する際に各国側とUIS側とで何らかの議論はなされているのか

- それら二つは密接に関連しているが、UISはISCED Mappingを作成する際、
各国に資格フレームワークシステムがあることは求めていない
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■ISCEDにおける教育・訓練の分野
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■ISCED 2011と各国ISCED Mappingに関する参考資料
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UISによる世界各国の教育データの収集方法：

UIS＆UOE質問紙調査について

22



■UISはどのようにデータを集めているのか

□UOE（UNESCO, OECD, Eurostat）担当国

□現在UOEもしくはUISがデータ収集している前WEI国
□ UIS担当国

□ UISがデータ収集をしていない国

--------------------------------------------------
・UIS、OECD、Eurostatは緊密な連携を取り質問紙や作業マニュアルを作成している

- UOEによる質問紙調査の一部にUISの教育調査も使用されている

・UOE調査参加国は他国に比べより詳細なデータの提出を求められている

・中国等いくつかの国々は、OECD加盟国のパートナーであるため、より詳細な

データをOECDに提出するよう求められている

・UOEはUNESCO、OECD及びEurostatを意味しているが、UISによる教育調査には
参加しないのか？

- OECDは加盟国からのデータを収集しているが、フレームワークや質問紙、

作業マニュアルは3機関で合意がなされたもの

- EUも加盟国からのデータを収集している

- OECD及びEUは加盟国からデータを収集後、UISに提出している

- 各国がそれぞれの国際機関にデータを報告する負担を減らすため、UIS、OECD
、EUが担当国を分けている
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■教育統計

□UNESCO/OECD/Eurostat （UOE）調査

・中～高所得国

・比較的詳細なデータ

・データ処理は3機関で分担

・約50ヶ国が対象

□UIS（正規）学校教育調査

・UOE調査対象外の全ての国が対象

・UOE調査の一部となっている

・UISがデータを処理

・約150ヶ国が対象

-------------------------
・UISによる教育調査に参加している国々は、留学生数、出身国、性別に関して

回答するよう求められている

・UOE調査はより詳細なもの

-どのような分野のプログラムに留学生は在籍しているのか、等

・（OECD及びEU非加盟国の）UIS調査対象国の全てが発展途上国というわけ
ではない

24



例）UIS質問紙ページ

http://www.uis.unesco.org/UISQuestionnaires/Pages/country.aspx
--------------------------------------------------------------------------------
・調査に使用されている質問紙はUIS公式サイトで入手可能

・出版されている結果だけではなく質問紙も確認した方が良い

(Home → UIS Questionnaires → Education (tab) → UOE Data Collection → Download)
(Home → UIS Questionnaires → Education (tab) → Students and Teachers (ISCED 5-8)→ 
Download)
もしくは (Home → UIS Questionnaires → Country)
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■参考資料
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留学生データについて知っておくべきこと
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■概要

・定義

・方法

・データ掲載場所

・課題

28



■定義：現在

・留学生（internationally mobile students）は、勉学を目的とし自身の出身国とは
異なる国へ国境を越える移動を行った者

29



■UOEによる「出身国の定義」

・高等教育を受ける学生が後期中等教育を修了した国

注：Homecoming nationals
---------------------------------------------------

・International students
例）高校卒業後渡米した日本人学生を米国は“international students”と報告

・Internationally mobile students
- 最新のUOEデータ収集マニュアルでは、高等教育機関へ入学するため

国境を越え出身国へ帰国した学生は“internationally mobile students”と報告

例）10代で米国へ家族とともに移った日本人の学生で、後期中等教育を

米国内で修了し、学士号取得のため日本へ帰国した者

*多くの国々がこのような自国民の学生を“international students”とし
ていないが、EU加盟国はこれらの学生を別途報告している

・Homecoming nationals（EU加盟国で使用されている）

例）仏国で後期中等教育を修了し学士号取得のため英国へ帰国した英国人

学生

- 英国はこれらの学生をhomecoming, internationally mobile studentsと
報告する

30



■外国人学生

・受入国の国籍・市民権をもたない学生

・「留学生」は「外国人学生」のサブグループであり、国籍・市民権と

モビリティステータスに関連は無い

--------------------------------------------------------------------

・米国内では（大学側が留学生用学費を学生に要求していなければ）

移民の学生は留学生（internationally mobile students）とカウントされない

・仏国は（市民権のない）全ての移民学生をforeign students（外国人学生）とし
てカウント
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■UIS・UOEデータ収集から除外される項目

・交換留学生

・国境を越えた移動を行っていない学生

- 通信教育プログラム

- 海外ブランチ・キャンパス

-------------------------------------

・交換留学生（期間が1年未満のもの等）

・通信教育プログラム （オンラインの通信教育等、国境を越えて移動しないもの）

・海外ブランチ・キャンパス

- UISはどこで（正規）学校教育が行われているかを調査
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■UNESCO・UOEデータ収集における定義の変化
・1960年代-1997年 - 外国人学生
・1998-2004年 - 外国人学生
・2005-2012年 - 留学生（international students）（後にmobile students）

- 永住/通常居住権のある国、留学前教育、国籍・市民権
・2013年～- 留学生（internationally mobile students）

- 留学前教育（もしなければ永住/通常居住地 or 国籍・市民権）

-------------------------------------------------------------------------
・2005年よりUOEやUIS調査では「外国人学生（foreign students）」ではなく
「留学生（international students）」という語が使用されるようになった

・UISの質問紙には選択肢が３種類（居住地（permanent/usual residence）、在籍中の
機関に留学前に在籍し資格を取得した教育（prior education）機関の所在地、
国籍・市民権）
- EU加盟国内ではビザが無くとも他国の教育機関に入学が可能なため、UISは
その他の選択肢も用意していた

・OECDが過去に出版したEducation at a Glanceは国籍・市民権を元にしたデータを
使用したため、その数値はUISのものより大きかった
- 留学生（international students）は受入国における外国籍学生（non-citizens）の
下位グループであるため

・各国は最低でも二つの定義を用いてデータを報告するよう求められていた
・現在、各国は“internationally mobile students”の数だけでなく、３国際機関に

どの定義（居住地、留学前教育、国籍・市民権）を使用し学生数を把握したかを報
告するよう求められている
・2015年、UIS及びOECDは“internationally mobile students”に関して同じデータ
セットを出版すると同意した
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